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「漢
文
」

■
次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
（配
点

唐

鄭

義

宗
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慮

氏
、
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“
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注
０
　
略
渉
書
史
…
広
く
学
問
を
積
ん
で
い
る
こ
と
。
　

②
舅
姑
…
し
ゅ
う
と

（夫
の
父
）
と
し
ゅ
う
と
め

（夫
の
母
）

③
持
杖

鼓
課
…
武
器
を
手
に
持

っ
て
騒
ぎ
立
て
る
。
　

④
奔
蜜
…
逃
げ
隠
れ
る
。
　

⑤
唾
撃
…
む
ち
で
打
つ
。

Ｈ
■

一

口
ｒ

一

傍
線
部
②
④
②
の
漢
字
の
本
文
中
の
読
み
方
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
ず
つ
選
べ
。
問
い
の
関
係
上
、

送
り
仮
名
を
省
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
（各

一
点
　
計
三
点
）

○

「事
」
　
　
　
　
一
、
こ
と
に
　
　
　
二
、
こ
と
す
ら
　
　
三
、
つ
か
へ
て
　
　
四
、
し
た
が
ひ
て
　
五
、
お
も
ね
り

④

「悉
」
　
　
　
　
一
、
よ
う
や
く
　
　
二
、
し
ば
ら
く
　
　
三
、
あ
ま
ね
く
　
　
四
、
こ
と
ご
と
く
　
五
、
つ
ん
ざ
く

②

「若
」
　
　
　
　
一
、
も
し
　
　
　
　
二
、
そ
れ
　
　
　
　
三
、
な
ん
ぢ
　
　
　
四
、
あ
る
い
は
　
　
五
、
し
か
し

（　
１
　
）
に
当
て
は
ま
る
漢
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
次
の
中
か
ら

一
つ
選
べ
。
（三
点
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一
、
将

　

　

　

二
、
須

　

　

　

二
、
猶

　

　

　

四
、
而

　

　

　

五
、
況

傍
線
部
〇
に
つ
い
て
、
主
語
や
目
的
語
を
明
ら
か
に
し
て
現
代
語
訳
せ
よ
。
（四
点
）

傍
線
部
○
に
つ
い
て
、
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（
一
）
書
き
下
し
文
に
せ
よ
ズ

三
点
）

漁
蚊
晒

り
爾

策

ふ
、

一理

ソ
置
）
は
常

』
て

盛

鷺
，

（
二
）
慮
氏
が
こ
の
よ
う
に
言
っ
た
根
拠
を
五
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。
（七
点
）

ぐ
、く
、ζ
ヾ

傍
線
部
〇
を
現
代
語
訳
せ
よ
。
（五
点
）
濠

間

う
関
係

上
、

訥

れ

は
常

〕
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あ

ら
′

間

二
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